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プ助成（派遣期間が 1 か月未満）でアメリカ、韓国、タンザニア、フランスへ 4 名を派遣しました。また大阪大学未来基金グ
ローバル化推進事業助成の採択をうけて、フィリピンへ 1 名、カリフォルニア大学へ 7 名を派遣いたしました。 
大阪大学の全学的な取り組みである大学院等高度副プログラムを今年度は 7 プログラム開講いたしました。2009 年度以来、
のべ 680 名以上の学生が GLOCOL の提供する高度副プログラムを受講申請しており、学生の所属も分野を横断した広範囲で

















独立行政法人科学技術振興機構（JST）と独立行政法人国際協力機構（JICA）が共同で実施している SATREPS（Science and 


















また、JST の日本・アジア青少年サイエンス交流事業さくらサイエンスプランで 2 本が採択され、11 月にベトナムのタイビ
ン医科大学から院生および若手研究者 3 名を日本に招へいし、阪大や多岐の研究機関や施設を訪問しました。2015 年 1 月に




2014 年度の人事については、上田晶子特任准教授が 9 月末で退職され、10 月より名古屋大学に着任されました。小河久志特
任助教は今年度末で退職され、常葉大学に着任されました。中山達哉特任助教は今年度末で雇用任期満了となり、大阪府立大
学に席を移されました。非常勤職員では、山本七重さんが 12 月末に退職されて新しいお仕事に就かれ、岡田比呂志さんは 2015










いており、全学機構や他部局よりの GLOCOL への協力依頼は飛躍的に増大しております。一方で、GLOCOL の設置予定期間
が 2016 年 3 月までとなっており、最終年度である 2015 年度を迎えるにあたり、これまで積み上げた成果を如何に今後の大阪
大学におけるグローバル化のさらなる推進に活かすことができるかが大きな課題となります。このような GLOCOL の教育、
研究及び実践支援活動に対して、多くのご支援、ご協力をいただきました関係者の皆様に心より御礼を申し上げますと共に、
























GLOCOL は、2007 年 10 月に実現した大阪大学と大阪外国語大学の統合に先立ち、両大学の研究教育資源を有効に活かしな
がら上記の目的を達成することをめざし、2007 年 4 月 1 日に設立された。設立年の 2007 年度には、組織的な基盤を固めつつ、
学内外との連携の構築に努めた。当初はセンター長 1 名、特任教員 4 名、事務職員 4 名の小人数で中之島センターを本拠地と
して出発した。2007 年 9 月には、センター長室と事務局を吹田キャンパスのウエストフロント棟に移転し、大阪外国語大学と
の統合後新たに設けられた本部事務機構国際部国際連携課国際連携係が、GLOCOL の事務を担当するようになった。なお、現
在は、本部事務機構総務企画部国際交流課国際連携係が担当している。GLOCOL は、その後人員を補充し、2014 年度末時点










野での人材養成を行うために、大阪大学として GLOCOL をどう活用するかなど、GLOCOL の管理運営に関する基本方針を審




センター長    平田收正 




人間科学研究科長   中道正之 
法学研究科長   竹中 浩 
経済学研究科長   大西匡光 
理学研究科長   篠原 厚 
医学系研究科長   金田安史 
歯学研究科長   脇坂 聡 
薬学研究科長   堤 康央 
工学研究科長   掛下知行 
基礎工学研究科長   河原源太 
言語文化研究科長   我田広之 
国際公共政策研究科長   村上正直 
情報科学研究科長   井上克郎 
生命機能研究科長   仲野 徹 
高等司法研究科長   三阪佳弘 










副センター長・教授 宮原 曉 
センター准教授 住村欣範 
センター講師 島薗洋介 








文学研究科教授 片山 剛 
オブザーバー（国際・広報戦略、社学連携担当理事・副学長）岡村康行 
























3 月 31 日現在）。 
 
センター長・教授 平田收正 
副センター長・教授 宮原 曉（研究推進部門・グローバル共生グループ） 
准教授  住村欣範（教育開発部門・国際協力グループ） 
講師   島薗洋介（研究推進部門・グローバル共生グループ） 
特任准教授  上田晶子（実践支援部門・国際協力グループ）（2014 年 9 月まで） 
特任准教授  思沁夫（研究推進部門・国際協力グループ） 
特任准教授  敦賀和外（海外体験型教育企画オフィス） 
特任准教授  常田夕美子（教育開発部門・グローバル共生グループ） 
特任准教授  本庄かおり（海外体験型教育企画オフィス） 
特任准教授  吉富志津代（実践支援部門・グローバル共生グループ） 
特任助教  安藤由香里（海外体験型教育企画オフィス） 
特任助教  小河久志（海外体験型教育企画オフィス）（2015 年 3 月まで） 
特任助教  大野光明（研究推進部門・国際協力グループ） 
特任助教  小峯茂嗣（教育開発部門・国際協力グループ） 
特任助教  中山達哉（研究推進部門・国際協力グループ）（2015 年 3 月まで） 
特任研究員  福田州平（教育開発部門・グローバル共生グループ） 
招へい教授  小泉潤二（未来戦略機構特任教授） 





招へい教授  星野和実 
招へい研究員 上田宗平（地球規模課題対応国際科学技術協力事業「薬剤耐性細菌発生機構解明と食品管理
における耐性菌モニタリングシステムの開発」） 
招へい研究員  木村 自 
招へい研究員  山田真弓 
国際交流課  満尾俊一課長、佐藤正子課長補佐 
国際連携係  深井 明係長、中 美緒主任 
特任事務職員  宮地薫子、片山 歩、畑中英理子 
非常勤事務職員  岡田比呂志（2015 年 3 月まで）、青木 愛、大前 舞、山本七重（2014 年 12 月まで） 
 
３）オフィス 
GLOCOL は現在、吹田、豊中、箕面の 3 つのキャンパスにオフィスを構え、相互の緊密な連絡によって業務を遂行している。
吹田キャンパス内ウエストフロント棟には、センター長室および事務機能を担う本部オフィスが置かれている。センター長室
では、少人数での授業やミーティングができるようになっている。特任教員の研究スペースと GLOCOL 本体の事務機能の一
部が、豊中キャンパスの全学教育推進機構 全学教育総合棟 I の 3 階フロアにある。同フロアには FIELDO および学生用自主学




















頼し、今年度は、学内から 53 名の教員が GLOCOL を兼任した。








三田 貴 未来戦略機構特任講師 
石井正彦 文学研究科 文化表現論専攻日本語学講座教授 
竹中 亨 文学研究科 文化形態論専攻世界史講座教授 
片山 剛 文学研究科 文化形態論専攻世界史講座教授 
栗本英世 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座教授 
中川 敏 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座教授 
森田敦郎 人間科学研究科 人間科学専攻基礎人間科学講座准教授 
平沢安政 人間科学研究科 人間科学専攻教育環境学講座教授 
中村安秀 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座教授 
千葉 泉 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座教授 
澤村信英 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座教授 
河森正人 人間科学研究科 グローバル人間学専攻地域研究講座教授 
岡田千あき 人間科学研究科 グローバル人間学専攻人間開発学講座准教授 
山本ベバリー・アン 人間科学研究科 人間科学専攻先端人間科学講座教授 
北村 亘 法学研究科 附属法政実務連携センター教授 
深尾葉子 経済学研究科 経営学系専攻経営情報講座准教授 
磯 博康 医学系研究科 予防環境医学専攻社会環境医学講座公衆衛生学教授 
杉本 央 医学系研究科 予防環境医学専攻感染免疫医学講座感染防御学教授 







牧本清子 医学系研究科 保健学専攻統合保健看護科学分野看護実践開発科学講座教授 
宇野公之 薬学研究科 分子薬科学専攻生命分子化学講座教授 
原田和生 薬学研究科 附属実践薬学教育研究センター実践教育部講師 
池 道彦 工学研究科 環境・エネルギー工学専攻環境資材・材料学講座教授 
原島 俊 工学研究科 生命先端工学専攻生物工学講座教授 
福井希一 工学研究科 生命先端工学専攻生物工学講座教授 
長谷川和彦 工学研究科 地球総合工学専攻船舶工学講座教授 
西田修三 工学研究科 地球総合工学専攻社会システム学講座教授 
尾方成信 基礎工学研究科 機能創成専攻機能デザイン領域制御生産情報講座教授 
真島和志 基礎工学研究科 物質創成専攻機能物質化学領域合成化学講座教授 
三宅 淳 基礎工学研究科 機能創成専攻生体工学領域生物工学講座教授 
ジェリー・ヨコタ 言語文化研究科 現代超域文化論講座教授 
大村敬一 言語文化研究科 言語文化専攻現代超域文化論講座准教授 
近藤久美子 言語文化研究科 言語社会専攻アジア・アフリカ講座教授 
星野俊也 国際公共政策研究科 国際公共政策専攻システム統合講座教授 
竹内俊隆 国際公共政策研究科 国際公共政策専攻システム統合講座教授 
山内直人 国際公共政策研究科 比較公共政策専攻現代日本法経システム講座教授 
松野明久 国際公共政策研究科 比較公共政策専攻比較公共政策講座教授 
蓮生郁代 国際公共政策研究科 国際公共政策専攻国際公益システム講座准教授 
尾上孝雄 情報科学研究科 情報システム工学専攻情報システム構成学講座教授 
堀井俊宏 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野教授 
有末伸子 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野助教 
東岸任弘 微生物病研究所 附属難治感染症対策研究センター分子原虫学分野助教 
八木康史 産業科学研究所 知能システム科学研究部門複合知能メディア研究分野教授 
西村謙一 国際教育交流センター 日本語教育研究チーム准教授 
仁平卓也 生物工学国際交流センター長・教授 
藤山和仁 生物工学国際交流センター教授 
高橋京子 総合学術博物館 教育・研究部資料基礎研究系准教授 
兼松泰男 産学連携本部 イノベーション部教授 
池田光穂 コミュニケーションデザイン・センター 臨床＆フィールドコミュニケーションデザイン部門教授 
林田雅至 コミュニケーションデザイン・センター 安全コミュニケーションデザイン部門教授 
岩井茂樹 日本語日本文化教育センター准教授 







2014 年度は GLOCOL セミナーなどに、他大学や民間機関、大阪府警、外務省、国際機
関、NPO などから多数の講師を迎えた。7 つの国際機関から人事・採用担当者が来日
し、国際機関で働くための実践的な解説・アドバイスを行い、参加者と直接対話できる
セミナーも開いた。また、海外フィールドスタディ 8 件が教育機関や NGO、海外拠点
などの協力の下に実施された。海外インターンシップでは長期で 1 人、短期で 4 人を
派遣し、未来基金グローバル化推進事業の助成を利用したプログラムとして、1 人を
フィリピン、北米センターのバックアップのもとカリフォルニア大学へ 7 人を派遣し
た。活動 3 年目を迎える SATREPS では、ベトナムの 5 つの研究拠点での本格的な調査
















また、各グループ（国際協力、グローバル共生）の活動をより教育的な視点で企画した。特に 2015 年 3 月に仙台で開催され
た国連防災世界会議ではGLOCOL主催イベントに学部生及び大学院生を派遣して発表の場を設定し、旅費の一部を助成した。 
教育活動については、大学院等高度副プログラムは 2013 年度と同様の 7 プログラム、グローバルコラボレーション科目は
47 科目が大学院等高度副プログラムおよび高度教養プログラムに提供、実施された。 
海外体験型教育プログラムについては、昨年と比較すると若干規模は縮小したものの、インターンシップで 17 名の学生を
派遣し、海外フィールドスタディを 8 本実施、58 名の学生を派遣した。 
研究活動としては、SATREPS（地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム）が順調に進捗しているほか、文部科研 16 件、
受託研究／事業（SATREPS、JSPS 論博、さくらサイエンス）の実施、奨学寄附金の受入れ、実施の規模は 2013 年度と比較し
て大きく変わっていない。 
実践支援活動として、GLOCOL セミナー及びシンポジウムを実施し、ブックレットを 1 種出版した。 
以上の財源の収入内訳を示したのが図 1、経費別支出額を示したのが図 2 である。図 1 の収入額のうち、26,501 千円につい










































































管理費  ¥9,480,392  4.55% 
（教育企画オフィス経費  ¥6,375,963） 

















験型教育企画オフィス」（FIELDO：Fieldwork, Internship and Experiential Learning Design Office）
































2012 年 4 月 19 日のスタッフ会議にて GLOCOL の新しい体制が承認され、現在は 4 名の教員および 1 名の事務スタッフで運
営している（2015 年 3 月 31 日現在）。 
特任准教授 敦賀和外 
特任准教授 本庄かおり 
特任助教  安藤由香里 
特任助教  小河久志 
特任事務職員 片山 歩 
 
② オフィス 





本年度は科目の整理を行い「海外フィールドスタディ A」（大学院生対象、1 学期）、「海外フィールドスタディ B」（学部生・






ディ II」を統合整理し、「海外フィールドスタディ A」（大学院生対象、1 学期）、「海外フィールドスタディ B」（学部生・






















































(4)インターンシップを実施し実践的な経験をする（海外インターンシップ II を受講する学生） 
(5)インターンシップの経験から学んだことをもとに、自身の専門分野の研究や将来のキャリアプランに新たな方
向付けができるようになる（海外インターンシップ II を受講する学生） 
【履修者】 
12 名（経済学 1 名、人間科学 1 名、工学 3 名、基礎工 1 名、国際公共政策 6 名） 
【講義内容】 
4 月 15 日 オリエンテーション 
4 月 22 日 履歴書・カバーレターの書き方 
5 月 13 日 インターンシップ・セミナ  ー
5 月 27 日 中間報告会、リスク管理 
6 月 10 日 実務レッスン 1（note-taking） 
7 月 1 日 実務レッスン 2（communication） 
7 月 15 日 実務レッスン 3（communication） 
 
● 海外インターンシップ助成 
本助成は 2011 年度より実施しており、今年度も、インターンシップ期間が 1 か月以上の「海外インターンシップ助
成」、1 か月未満の「海外プレ・インターンシップ助成」枠を設けて実施した。ただし予算の制約により、募集人数は大幅































3. 2014 年度助成対象者 
本年度の助成には 3 名が応募し、選考の結果 2 名（ともに工学）が助成対象となった。2 名の助成対象者のうち
1 名は受け入れ先が決まらなかったため助成辞退となり、最終的には 1 名のみが助成を受給しインターンシップ
を実施した。 
4. 派遣先と研修期間 




























3. 2014 年度助成対象者 
本年度の助成には、5 名が応募し、選考の結果、4 名（外国語学部 1 名、法学部 1 名、経済学部 1 名、工学研
究科 1 名）が助成対象となった。 
4. 派遣先と研修期間 
1）日米学生会議（アメリカ）   2014 年 8 月 2 日～24 日 
2）OVAL Japan（韓国）    2014 年 8 月 9 日～18 日 
3）ジャパンタンザニアツアーズ株式会社（タンザニア） 2014 年 8 月 19 日～9 月 13 日 
4）LULI, Ecole Polytechnique（フランス）  2014 年 10 月 13 日～11 月 11 日 
 
● GLOCOL 海外インターンシップ・プログラム 
（大阪大学未来基金グローバル化推進事業「海外研修プログラム助成金」採択事業） 
今年度より「海外研修プログラム助成金」へ海外インターンシップ事業（一つのプログラムにおいて、学生の渡航日程









 *1 応募時に既に実施している海外インターンシップへの助成は不可。 
 *2 応募者本人が、日本において GLOCOL 担当教員の事前指導を受け、保険加入及びその他の事務手続きを行う
ことができることを条件とします 。 








3. 2014 年度助成対象者 
12 名が応募し、選考の結果 12 名全員（文学部 1 名、外国語学部 4 名、法学部 1 名、理学部 1 名、歯学部 1 名、
法学研究科 2 名、高等司法研究科 2 名）が助成対象となった。なお 12 名のうち、4 名は GLOCOL が企画・実施
した海外フィールドスタディ「国際司法・平和の現場を知る」参加者であり、プログラムへの参加にあたり、同
参加者である学部生への助言等インターンシップの要素を課して採用とした。また 7 名は同じく GLOCOL が
University of California Education Abroad Program（UCEAP）大阪オフィス、大阪大学北米センターと連携して企画・
実施した「カリフォルニア大学訪問プログラム」* 参加者として採用された。 
* 2 月中旬から 3 月頭にかけての 1～2 週間、各参加学生がカリフォルニア大学（UC）10 キャンパスのうち、9
キャンパスを訪問して、UC から大阪大学への留学を促進するための PR 活動を行うと同時に、留学予定の学生た
ちと交流し、UC 生が大阪での生活に馴染めるようサポートを行った。 
4. 派遣先と研修期間 
1）特定非営利活動法人 JIPPO（フィリピン）  2015 年 2 月 4 日～3 月 24 日 
2）カリフォルニア大学（アメリカ）  2015 年 2 月 17 日～23 日 
3）カリフォルニア大学（アメリカ）  2015 年 2 月 17 日～3 月 1 日 
4）カリフォルニア大学（アメリカ）  2015 年 2 月 19 日～28 日 
5）カリフォルニア大学（アメリカ）  2015 年 2 月 19 日～3 月 4 日 






7）カリフォルニア大学（アメリカ）  2015 年 2 月 22 日～3 月 2 日 
8）カリフォルニア大学（アメリカ）  2015 年 2 月 22 日～3 月 2 日 
9）～12）海外フィールドスタディ「国際司法・平和の現場を知る」（オランダ）2015 年 3 月 14 日～23 日 
 




FIELDO では 2011 年度に WHO 神戸センターとの連携に関する会議を実施し、以下の事業において連携をしていくことを確
認した。 
1. インターンシップ派遣事業 




1）WHO 神戸センター訪問スタディツア  ー
WHO の活動と国際機関におけるキャリア・パスについて FIELDO では、世界保健機関（WHO）神戸センタ （ーWKC）









担当：世界保健医療人材連合 渉外情報官 野崎慎仁郎 











































プログラム名称 グローバル健康環境（Global Health Environment） 
プログラム実施部局 グローバルコラボレーションセンタ  ー
連携部局 人間科学研究科、医学系研究科、薬学部、薬学研究科、工学研究科、国際公共政策研究科 
修了要件単位数 8単位以上 履修対象者 学部5・6年生、修士、博士 

















4 月 10 日 講義の説明とオリエンテーション（GLOCOL 本庄かおり） 
4 月 17 日 健康指標と社会的健康決定要因（GLOCOL 本庄かおり） 
4 月 24 日 貧困病としての寄生虫病とマラリアワクチン開発（微生物研究所 堀井俊宏） 
5 月 8 日 国際保健政策概観（東京女子医大 遠藤弘良） 
5 月 15 日 途上国における母と子の健康（長崎大学国際健康開発研究科 松山章子） 
5 月 22 日 発展途上国の環境と健康  パラオ（未来戦略機構 三田 貴） 
5 月 29 日 グローバリゼーションと健康（WHO 神戸センタ  ー 狩野恵美） 
6 月 12 日 地球環境と健康（薬学研究科 平田收正） 
6 月 19 日 地球を救う植物バイオテクノロジー（薬学研究科 平田收正） 
6 月 26 日 発展途上国の環境と健康  モンゴル（GLOCOL 思沁夫） 
7 月 3 日 発展途上国の環境と健康  タイ・ベトナム（GLOCOL 住村欣範） 
7 月 17 日 後悔にもいろいろあるけど：「何もしなかった」vs「やってしまった」 
（FIELDO グローバル・エキスパート連続講座として開催 詳細は p.16） 


























本年度は昨年度同様 7 研究科から計 15 名の学生が申請した。他のプログラムの履修登録が減少したなかで履修者数を維
持できたことは、本プログラムに対する関心を維持できたことの表れであり、評価できよう。2011 年に開設した「国連政












4 月 14 日 オリエンテーション 
4 月 21 日  講義：国連行政の概要と実務（国際公共政策研究科 蓮生准教授） 
5 月 12 日  講義：国連のキャリア（敦賀特任准教授） 
5 月 26 日  講義：国連による平和構築（敦賀特任准教授） 
6 月 9 日  講義：国際金融機関の役割とキャリア（国際公共政策研究科 山田准教授） 
6 月 30 日  ワークショップ：実務能力を身に付ける①（プロジェクト・マネジメント） 
7 月 14 日 ワークショップ：実務能力を身に付ける②（プロジェクト・コンテスト）  






























5 年間勤務。マラウィ、トンガなどで通算 5 年間ボランティアとして活動後、
JICA ジュニア専門員となるも公衆衛生の重要性に目覚め、ミシガン大学公衆衛
生大学院にて MPH、引き続き東京大学大学院にて博士号を取得。Center of 












































藤井まい（元：WHO 東南アジア地域事務所 ユニバーサルヘルスカレッジ（UHC）担当官） 
【開催日・場所】 


























強し、修士課程 2 年目で第 2 子出産。マレーシアで主婦をしながら第 3 子も生
まれ、子育てをする。その後 10 年程、保健アドバイザーとしてのボランティア
や、JICA 健康管理員、大学教員等を経て、2005 年度、外務省主催の JPO 試験
に合格。2007 年 1 月、世界保健機関（WHO)本部に派遣される。その後、WHO
の正規職員として本部、東南アジア地域事務所(インド）にて勤務。仕事の他、学業と家事、育児などを行ってきた。修































国際公共政策研究科博士前期課程 1 年 
千坂知世：イギリス・British Council 
工学研究科マテリアル生産科学専攻博士前期課程 1 年 






国際公共政策研究科博士前期課程 1 年 
栗山智帆：イギリス・エセックス大学語学研修 
国際公共政策研究科博士前期課程 1 年 
加藤千春：日本・消費者庁 
【開催日・場所】 













田島達也警部（大阪府警教養課 通訳センター 課長補佐）・通訳センター女性職員 
【開催日・場所】 





























2014 年度 FIELDO グローバル・エキスパート連続講座 参加者の所属内訳 

























































部 不明 計 



















機能 不明 計 


































⑥ FIELDO 学生用自主学習スペース（STUDIO） 










2014 年度の利用状況：利用者数月平均は、昨年度とほぼ同数であり、引き続き STUDIO が活用されいてる。 
 
2014 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均（人） 
STUDIO（授業込） 233 182 338 382 102 107 300 241 214 252 152 138 220 








交流支援制度（短期派遣）に採択された 555 プログラムを対象に行い、383 プログラムより回答を得て分析を進めた。また学
生に対するリスク予防教育法の開発の一環として、GLOCOL およびリーディング大学院にて行った海外フィールドスタディ科
目において、リスク管理に関する事前学習を行うとともに、その効果を図るための自己効力感に注目した質問紙を作成して、






















2014 年度、GLOCOL では計 8 本の海外フィールドスタディ・プログラムを実施した。内訳としては、科目「海外フィールド
スタディ A」として実施したプログラムが 2 つ、「海外フィールドスタディ B」として実施したプログラムが 1 つ、「海外フィー
































































派遣：2014 年 8 月 31 日～9 月 9 日 参加学生：4 名 
 















関である Bangladesh Rice Research Institute（BRRI：バングラデシュ稲作研究所）の協力を得た。BRRI は参加学生たちに
バングラデシュの稲作、BRRI による農業機械製作の現状についての講義を行い、また学生が考案した、適正技術による




















派遣：2014 年 8 月 4 日～9 月 8 日 参加学生：16 名 














































































































































































































23 1,150,000 670,000 0 480,000 
イタリア、東ティモール、オラ
ンダ、中国 















1 200,000 200,000 0 0 カタール 
海外プレ・インターン
シップ（1 ヶ月未満） 






12 801,000 0 0 801,000 
フィリピン、アメリカ、オラン
ダ 




























３．GLOCOL 提供 大学院等高度副プログラム 
今日、大学には、多様化する国際社会においてリーダーシップを発揮することのできるプロフェッショナルの育成が求めら
れている。そうした人材の育成には、各学部、研究科での専門教育とともに、それらを異なる専門性と結びつけ、実践的な課
題に即して深める座標軸が必要である。GLOCOL では、大阪大学の複数の研究科との連携により、これまで 8 つの高度副プロ
グラムを開発することで、全学の大学院生、5、6 年次の学部学生にこうした座標軸を提供してきた。 
その歴史をひも解けば、2009 年度から、「グローバル共生」「人間の安全保障・社会開発」「司法通訳翻訳論」の 3 つの高度
副プログラムの試行を行い、2010 度には、これらの 3 つのプログラムを正式に実施するとともに、新たに「現代中国研究」が
加わった。また、同年度より「人間の安全保障・社会開発」は、「人間の安全保障と開発」に名称を改めた。そして 2011 年度
には、「医療通訳」「グローバル健康環境」「国連政策エキスパートの養成」の 3 つの高度副プログラム、さらに 2013 年度には、
「東アジアの地域環境」が新たに始まった。 
GLOCOL の高度副プログラムは、GLOCOL が独自に提供するグローバルコラボレーション（GLOCOL）科目をコアとし、
多数の部局との連携のもとに開発、実施されている（プログラムごとの連携部局については、p.28 を参照）。また GLOCOL 科
目は、必修科目や選択科目として、他の高度副プログラム、副専攻にも提供されている。 































人間科学研 19 10（1） 5（2） 8 1 4 1 
人間科学部  5      
法学研 2（2）  5 4    
法学部   6     
経済研  2  2   2 
医学系研  2（1）   7（1） 1  
薬学研  2   5（1） 1 1 
薬学部     3   
工学研  2   2  1 
言文研 8（4）  18（12） 2    
OSIPP 7（1） 3 1 2 2 10（1）  
CSCD 5 1    1  
全学教育  1      
計 41（7） 28（2） 35（14） 18 20（2） 17（1） 5 




ラムとなっている。GLOCOL の存続が不可能となった場合、今後 2 年の間に GLOCOL が育てた各プログラムは、順次、他部








































本プログラムは、2 科目の選択必修科目と、38 の選択科目から構成され、8 単位以上
の修得を求めている。選択必修科目は、「Theory and Practice of Human Security and 
























































































大阪外国語大学と旧大阪大学が統合し、新たな大阪大学が誕生した翌年の 2008 年、GLOCOL では、共同研究プロジェクト「現
代中国学の新たなプラットフォーム」を発足させ、2009 年には、第 3 回「現代<中国>の社会変容と東アジアの新環境」の開催
をサポートした。2013 年、国際セミナーは第７回を数え、高度副プログラム「現代中国研究」の参加教員を研究組織とする「21
世紀課題群と中国」が、未来研究イニシアティブに採択された。 
GLOCOL は、高度副プログラム等の教育プログラムや Community Extension Research 等の実践的枠組みを用意することで、
学内の様々な教員が参加し得る共同研究を生み出すプラットフォームとして機能している。しかし、こうした共同研究をもと
に、真に学際融合的な知を生み出すプラットフォームとなり得るかは、大学全体にとっての今後の課題でもある。 













































第 1 科目群：国際問題と多文化共生社会の基礎理論 






第 2 科目群：地域の多様性を読み解く 
中国文化コロキアム（＊）、東アジアの環境の現状と未来、東南アジア社会文化ケーススタディ A、東南アジア社会文化
ケーススタディ B、オセアニアのグローバリゼーション A、オセアニアのグローバリゼーション B 
 




環境問題への回路Ⅲ、Food Security, Globalization and Sustainability、フィールドワークと開発、マイノリティとグローバリ
ゼーション、Global Competency and Internship Abroad 
 
第 4 科目群：実践による多角的な学び 






















































同で研究を行う 3～5 年間の研究プログラムである。GLOCOL では以下の研究課題を 2012 年度より実施している。 























































Tran Thi My Duyen（薬学研究科 D1）（環境薬物解析） 
割鞘美苗（薬学研究科 M1）（環境薬物解析） 
浅山 恵（薬学部 B5）（環境薬物解析） 
山根諒子（武庫川女子大学 M1）（食品微生物解析） 
立川なお（GLOCOL 非常勤職員）（人類学的解析補助）（2014.8～） 







































作成とそれを基にした耐性菌モニタリングを 3 つの国立研究機関の参加により現在継続的に試行実施している。 

































































































































































































































● JSPS 外国人特別研究員事業 
・BOFULIN Martina：スロベニア芸術科学アカデミー、受入研究者：宮原 曉教授 
 
● JST 日本・アジア青少年サイエンス交流事業 さくらサイエンスプラン 
・受付番号：E20140527102（B．共同研究活動コース） ベトナム、タイビン医
科大学 3 名との共同研究 
【概要】 
ベトナムのタイビン医科大学より大学院生および若手の研究者を 2014
































国際連携を確立することが望ましい。また、2011 年度から本格的に活動を行ってきた FIELDO の海外体験型教育プログラム
（海外インターンシップ、海外フィールドスタディ）を安定的に推進するためにも、単に教育面での交流にとどまらない学術








李俊遠（2011 年 8 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 
（国立慶北大学非常勤講師） 
・海外客員教授 
Nguyen Vo Chau Ngan（2014 年 6 月 1 日～2016 年 3 月 31 日） 
（カントー大学環境天然資源学部環境技術専攻主任講師） 
Bumochir Dulam（2014 年 6 月 1 日～2016 年 3 月 31 日） 
（モンゴル国立大学教授） 
于干千（2014 年 6 月 1 日～2016 年 3 月 31 日） 
（雲南省普洱学院大学副学長・教授） 
・外国人招へい研究員 





Yoko Nitahara Souza（2013 年 11 月 1 日～2014 年 7 月 31 日） 
（ブラジリア連邦直轄区教育省教員） 
Hoang Hoai Phuong（2014 年 1 月 16 日～3 月 31 日） 
（ホーチミン市公衆衛生医療院研究員） 
Luu Dam Ngoc Anh（2014 年 11 月 13 日～12 月 18 日、2015 年 3 月 3 日～4 月 1 日） 
（ベトナム科学技術院ベトナム国立自然博物館研究員） 
Trinh Hong Son（2014 年 12 月 1 日～24 日） 
（ベトナム国立栄養院栄養コミュニケーションセンターセンター長） 
・外国人受託研修員 
Le Quoc Phong（2014 年 5 月 7 日～10 月 12 日） 
（ニャチャン・パスツール研究所研究員） 
Bui Thi Kim Ngan（2014 年 8 月 24 日～10 月 12 日） 
（ベトナム国立栄養院研究員） 
Hoang Thi Ai Van（2014 年 8 月 24 日～10 月 12 日） 
（ニャチャン・パスツール研究所研究員） 
Nguyen Anh Thi Dao（2014 年 8 月 24 日～10 月 12 日） 
（ホーチミン市公衆衛生医療院研究員） 




５．GLOCOL FD セミナ  ー
GLOCOL スタッフの研究、教育、実践支援の質向上および個々のスタッフの活動についての相互理解を深めるために、
GLOCOL FD セミナーを実施している。2014 度は 6 回実施した。第 1 回は深井係長から個人情報保護と情報セキュリティにつ
いての周知説明があった。第 2 回は中山特任助教が、自身の研究について発表した。第 3 回は学生の海外派遣時のリスク管理
のシミュレーションを行い、阪大内のリスク管理に関心のある教職員がオブザーバーとして参加した。第 4 回は深井係長から
研究費の不正使用防止について周知説明をした。第 5 回は、前バンコクセンター長である関 達治先生をお呼びして、高大連
携による人材育成に関連してタイでの教育事情について報告があった。大教大平野校舎の堀川副校長にも参加していただき、
意見交換をおこなった。第 6 回は、GPA 導入に伴うシラバス上の成績評価基準について情報共有と意見交換をおこなった。 
 






















1. リスク管理シミュレーション参考 DVD 視聴（10 分） 












● 第 5 回 2014 年 11 月 13 日 
関 達治（前バンコクセンター長、現モンクット王工科大学トンブリ校（KMUTT）研究顧問） 
「最近のタイ王国の教育事情 － 高大連携によるグローバル人材育成のために」 
 
 






























2014 松浦秀幸、村岡未彩、平田收正「重金属用バイオメタルセンサ  ー ― 遺伝子組換え酵母を用いたバイオセンサー」
『地球を救うメタルバイオテクノロジー』成山堂書店、pp.191-197. 
2014 Takayama K, Morisaki Y, Kuno S, Nagamoto Y, Harada K, Furukawa N, Ohtaka M, Nishimura K, Imagawa K, Sakurai F, 
Tachibana M, Sumazaki R, Noguchi E, Nakanishi M, Hirata K, Kawabata K, Mizuguchi H. “Prediction of interindividual 
differences in hepatic functions and drug sensitivity by using human iPS-derived hepatocytes.” Proc Natl Acad Sci U S A., 25, 
111, 16772-7. 
2015 Matsushima K, Kaneda H, Harada K, Matsuura H, Hirata K, “Immobilization of enzymatic extracts of Portulaca oleracea cv. Roots 
for oxidizing aqueous bisphenol A” Biotechnol. Lett., 37, 1037-1042. 
2015 Yamaguchi T, Okihashi M, Harada K, Uchida K, Konishi Y, Kajimura K, Hirata K, and Yamamoto Y. “Rapid and Easy 
Multiresidue Method for the Analysis of Antibiotics in Meats by Ultrahigh-Performance Liquid Chromatography-Tandem Mass 
Spectrometry.” Journal of Agriculture and Food Chemistry, 63, 5133–5140. 
2015 Takahiro Yamaguchi, Masahiro Okihashi, Kazuo Harada, Yoshimasa Konishi, Kotaro Uchida, Mai Hoang Ngoc Do, Huong Dang 
Thien Bui, Thinh Duc Nguyen, Phuc Do Nguyen, Vien Van Chau, Khanh Thi Van Dao, Hue Thi Ngoc Nguyen, Keiji Kajimura, 
Yuko Kumeda, Chien Trong Bui, Mai Quang Vien, Ninh Hoang Le, Kazumasa Hirata, and Yoshimasa Yamamoto. “Antibiotic 
Residue Monitoring Results for Pork, Chicken, and Beef Samples in Vietnam in 2012-2013.” Journal of Agricultural and Food 
Chemistry, 63, 5141–5145. 
◇講演 
2014 年 7 月 割鞘美苗、浅山恵、原田和生、平田收正 「固層抽出カートリッジに吸着した抗菌性物質の保存安定性の
解析」生物工学若手研究者の集い、兵庫県・神戸市立神戸セミナーハウス。 
2014 年 7 月 網野伸哉、松島和樹、金田洋和、原田和生、松浦秀幸、平田收正 「園芸植物 portulaca oleracea cv.  由来
内分泌撹乱物質代謝酵素の固定化」生物工学若手研究者の集い、兵庫県・神戸市立神戸セミナーハウス。 
2014 年 7 月 棚田恵介、田中聡、野澤紗彩、松浦秀幸、宮坂均、平田收正 「海産性緑藻 Chlamydomonas W80 由来の
ストレス誘導遺伝子の機能解析」生物工学若手研究者の集い、兵庫県・神戸市立神戸セミナーハウス。 
2014 年 7 月 那須雄大、原田和生、鈴岡万季、長澤沙弥、黒野友理香、岡澤敦司、平田收正 「放線菌 Streptomyces ficellus 
による寄生植物発芽種子阻害剤ノジリマイシンの生産」生物工学若手研究者の集い，兵庫県・神戸市立神戸セミナー
ハウス。 
2014 年 7 月 岸田百世、高橋弘喜、御田洋介、加藤晃、平田收正、松浦秀幸 「高温ストレス条件下の植物における転
写開始点と mRNA 翻訳状態の網羅的解析」生物工学若手研究者の集い、兵庫県・神戸市立神戸セミナーハウス。 
2014 年 7 月 御田洋介、尾形卓哉、松田悠里、松浦秀幸、原田和生、平田收正 「緑藻カロテノイド酸化ストレス耐性
機構の解析」生物工学若手研究者の集い、兵庫県・神戸市立神戸セミナーハウス。 
2014 年 7 月 Momoyo Kishida，Hiroki Takahashi，Yosuke Onda，Ko Kato，Kazumasa Hirata，Hideyuki Matsuura “Global 
































2014 年 7 月 5 日～9 日（ベトナム）LRI「複合的な環境汚染に対する新規網羅的モニタリングシステムの開発とその実効
性の検証（メコン川流域をモデルケースとして）」 
2014 年 8 月 4 日～6 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステムの
開発」に係る中間評価会議に参加するため 
















2014 「法人類学のあらたな可能性にむけた試論 ― 法文化・法システム・司法通訳・文化的抗弁」『アジア太平洋論叢』
20 号 pp.103-122 。 
2015 宮原 曉（編）GLOCOL ブックレット 17『「いたみ」「かなしみ」「他者」の現場：フィールドワークを問う』大阪
大学グローバルコラボレーションセンター。 
2015 「Displacement の素描」、GLOCOL ブックレット 17『「いたみ」「かなしみ」「他者」の現場：フィールドワークを問
う』大阪大学グローバルコラボレーションセンター、pp.89-101。 
◇講演・口頭発表 
2014 年 5 月 18 日 "Chinese Exchange": A Historical Overview and Issues. IUAES Inter-Congress 2014 (Chiba) 分科会：Population 










大阪大学人間科学研究科「超域地域論特講 II」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定演習 I」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定演習 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定研究 I」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特定研究 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別演習 I」I 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別演習 II」II 期 
大阪大学人間科学研究科「超域地域論特別研究 I」I 期 





















2014 年 6 月 22 日～27 日（タイ）The 6th Asian Ministerial Conference on Disaster Risk Reduction の各セッションの議論に参
加 
2014 年 8 月 4 日～14 日（フィリピン）科研挑戦的萌芽研究「東西交流史の新たな視覚：メキシコ史研究から見る東・東
南アジアの文化変容」の調査、資料収集及びワークショップ開催 
2014 年 9 月 14 日～23 日（中国）科研基盤 B「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空間」の
香港、広州、泉州での華僑出身地域における現地調査調査 
2014 年 10 月 11 日～15 日（フィリピン）レイテ島での災害復興支援における現地調査 
2014 年 11 月 9 日～16 日（アメリカ）カリフォルニア大学バークレー校を訪問し、今後の研究プロジェクトについて、
Health Research for Action Center の研究者を含め研究打合せ 
















2014 住村欣範監修、チャン ティ ヒエン編『日越・越日対訳：水環境用語集』大阪大学生物工学国際交流センター 
◇講演・口頭発表 




大阪大学 GLOCOL 科目「環境問題への回路 I」（オムニバス） 
大阪大学 GLOCOL 科目「環境問題への回路Ⅱ」（オムニバス） 
大阪大学 GLOCOL 科目「東アジアの地域環境」（オムニバス） 
大阪大学 GLOCOL 科目「グローバル健康環境」 
大阪大学 GLOCOL 科目「グローバルコラボレーション言語 I・II」 





































Long Range Research Initiative「メコン川流域における複合的な環境汚染に対する新規網羅的モニタリングシステムの開発
とその実効性の検証」（研究代表者：平田收正）研究分担者 
◇海外調査活動 
2014 年 4 月 16 日～21 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」にかかる、タイビン省における現地調査、ホーチミン市、メコンデルタ、ハノイにおける研究打
ち合わせ 




2014 年 7 月 4 日～9 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明とモニタリングシステムの構築」LRI「複合的
な環境汚染に対する新規網羅的モニタリングシステムの開発とその実効性の検証（メコン川流域をモデルケースと
して）」 
2014 年 7 月 27 日～8 月 5 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明とモニタリングシステムの構築」科研 B
「ベトナムの 2 大河川最下流域における毒性化学物質による食品汚染に関する調査研究」（薬学） 
2014 年 8 月 31 日～9 月 4 日（ベトナム）科研挑戦的萌芽研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に
関する複合的研究」に係る現地調査、論文博士制度に係る現地指導 
2014 年 10 月 19 日～24 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」に係る打合せ、調査研究 
2014 年 11 月 24 日～26 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明とモニタリングシステムの構築」 







2014 年 12 月 24 日～28 日（ベトナム）ベトナムにおける産学連携の可能性に関する調査 
2015 年 1 月 20 日～21 日（ベトナム）科研費萌芽的研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に関する
複合的研究」 
2015 年 1 月 22 日～24 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明とモニタリングシステムの構築」の調査・
情報収集のため 














境学修士（京都大学 2000）、医療人類学修士 M. Phil Medical Anthropology（オックスフォード大学 2003）、社会人類学博士 D. 









2014 年 9 月 8 日 「代理懐胎と痛みの民族誌 ― インドにおける代理懐胎の現場から」『「いたみ」「かなしみ」「他者」
の現場 ― フィールドワークを問う』、大阪大学。 
2014年11月21、22日 “Kidneys as contested commodities: An anthropological reflection on paid kidney donation in the Philippines,” 
Transfert de matières transplantation et fabrication du vivant : colloque interdisciplinaire, Grand Amphithéâtre, Université Paris 
Descartes. Paris. 
2014 年 11 月 23、24 日 “Exchanging the Incommensurable: An Anthropological Exploration of Commercial Kidney”, 2014 
International Conference of the Japanese Association for Philosophical and Ethical Researches in Medicine, Toyo University, 





























2014 年 8 月 24 日～9 月 6 日（フィリピン）学生指導及び研究調査 
2014 年 9 月 12 日～23 日（イギリス）科研費若手研究（B）「代理懐胎の人類学：英国における代理懐胎の実態と当事者
の語りの研究」の調査 
2014 年 10 月 11 日～15 日（フィリピン）レイテ島での災害復興支援における現地調査 
2014 年 11 月 5 日～11 日（フィリピン）レイテ島での災害復興支援における現地調査 














2014（掲載決定済）“The Impacts of Education and School in Rural Life in Bhutan”, D. Johnson and C. Robles (eds.) Education, 
Culture and Modernisation in Bhutan, Oxford. 
2014（掲載決定済）Akiko Ueda and Tashi Samdup, “Chilli Transactions in Bhutan: An Economic, Social and Cultural Perspective”,  






































2014 思沁夫［編］GLOCOL ブックレット 16『モンゴルの食と生業の現在』大阪大学グローバルコラボレーションセン
ター（査読有） 





2014 「ハニ棚田を訪ねて」東北文化研究センタ 『ー時空を駆ける、フィールドワーク 東北学 04』はる書房、pp.84-100. 
（査読有） 
2014 塩谷茂樹編訳・著『モンゴルのことばとなぜなぜ話』大阪大学出版会、絵とコラム担当。 
2014 「モンゴルの“ニンジャ”、モンゴルの環境」Capital 『KON BAINA UU』 2014.No.13. pp.12-13.（査読無） 
2014 思沁夫監修『開発か伝統か、それとも… 技術者のための「エスノグラフィー」－』ソヨンド・ブリチング出版社 
ウランバートル（原文：モンゴル語）（査読無） 
2014 SI QINFU” From Nomads to Settlers: A Concise History of the Aoluguya Ewenki (1965–1999) Reclaiming the forest: The 










2014 年 9 月 9 日、10 日 「シャーマンの道具から」サンクトペテルブルク大学歴史学考古学研究所主催 国際会議『物
質文化から精神文化の検討』ロシア・サンクトペテルブルク。 
2014 年 10 月 24 日 企画、発表、討論参加、コメント「東アジア『生命健康圏』構築に向けて 大気汚染と健康問題を
考える日中国際会議」（主催：大阪大学未来研究イニシアティブ、研究提案代表者：田中仁）大阪大学会館アセンブ
リーホール。（詳細は pp.68-69） 
2014 年 11 月 11 日 「モンゴル国オブルハンガイ県オンギ川流域における柳林保護および越冬用飼料（草）の栽培に関







































2014 年 5 月 31 日～6 月 9 日（モンゴル）りそなアジア・オセアニア財団環境プロジェクト助成事業「モンゴル国オンギ
川流域における柳林保護および越冬用飼料（草）の栽培に関する協力行動」 
2014 年 8 月 24 日～9 月 23 日（中国、ロシア）科研基盤 C「トナカイ放牧と自然保全の持続可能な関係：エヴェンキ人の
ローカルナレッジの再評価」に関する研究調査及び情報収集、北京大学で開催の国際会議での発表 






2015 年 3 月 7 日～17 日（中国）中国大陸における少数民族の集落形成に関する研究調査及び情報収集 















2014 年 6 月 6 日 大阪大学基礎教育科目「21 世紀の難問を総合的に考える」（ゲスト・スピーカー） 
2014 年 10 月 17 日 【学生主催企画】実際どうなの！集団的自衛権 ～PKO と集団的自衛権～（ゲスト・スピーカー） 
2014 年 10 月 22 日 国際機関合同アウトリーチ・ミッション（企画・司会進行）（詳細は p.17） 
2015 年 1 月 30 日 第 19 回超域スクール ― 海外経験の意味を問う（スピーカー） 
















2014 年 11 月 22 日～30 日（ミャンマー）国連フォーラム ミャンマースタディプログラムに参加し、ミャンマーにおけ
る国連の活動を視察、関係者との意見交換を行うとともに、ミャンマーにおける海外体験型教育プログラムの実施
可能性を探る 


















2014 “Politics of Relations and the Emergence of Vernacular Public Arena: Global Networks of Development and Livelihood in Odisha” 
(co-author: Akio Tanabe), in T.A. Neyazi, A. Tanabe and S. Ishizaka eds, Democratic Transformation and the Vernacular Public 
Arena in India, Routledge, pp. 25-44. 
2015「第 2 章 空間の再編と社会関係の変容―農村、都市、海外をつなぐ親密ネットワーク」三尾稔・杉本良男編『現代
インド 6 環流する文化と宗教』、東京大学出版会、pp. 51-72. 
2015「第 6 章 赤ちゃん工場、賃貸用の子宮―インドにおける代理出産をめぐって」檜垣立哉編『バイオサイエンス時代
から考える人間の未来』勁草書房、pp. 147-177. 
◇講演・口頭発表 
2014 年 5 月 18 日 “Transformation of Anthropological Studies of South Asia in Japan from the Post-war Years to the Present”, 
International Union of Anthropological and Ethnological Sciences Inter-Congress、幕張メッセ。 
2014 年 10 月 10 日「人類学的フィールドワークの葛藤と苦悩：参与観察はどこまで可能か？」追手門学院大学。 
2014 年 11 月 3 日「インド・オディシャー州における村落女性のライフヒストリー」『生活世界の変容とジェンダー：イ
ンド高齢女性のライフヒストリーを通して』研究会、神田学士会館京大事務所。 
2015 年 3 月 1 日 “Beyond the ‘Baby Factory’: Construction of Intimacy in Commercial Surrogacy Practices in India”, Intimate Lives 





大阪大学グローバルコラボレーションセンター科目 Global Competency and Internship Abroad Ⅰ期 











2014 年 8 月 1 日～9 月 4 日（インド）科研費基盤 C「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク 
― 社会空間の視点から」の調査・資料収集 
2014 年 11 月 8 日～15 日（バングラデシュ）JICA パートナーシップセミナーへの参加 
2014 年 12 月 20 日～29 日（インド）オディシャー州における女性の口頭伝承の調査および資料収集 









【学歴】関西学院大学経済学部卒業（1986）、Boston University School of Public Health, Social Behavior and Health 








2015 Honjo K, Nakaya T, Hanibuchi T, Ikeda A, Iso H, Inoue M, Sawada N, Tsugane S, Japan Public Health Center-based Prospective 
Study Group. Impact of neighborhood socioeconomic conditions on the risk of stroke in Japan. J Epidemiol.;25(3):254-260. 
2015 Hanibuchi T, Nakaya T, Honjo K , Ikeda A, Iso H, Inoue M, Sawada N, Tsugane S, Japan Public Health Center-based Prospective 




2014 Honjo K, Iso H Response to letter regarding article “Socioeconomic status inconsistency and risk of stroke among Japanese middle-
aged women”. Stroke: 45(12): e307 
2014 Honjo K, Iso H, Inoue M, Sawada N, Tsugane S, for the JPHC Study Group. Socioeconomic status inconsistency and risk of stroke 
among Japanese middle-aged women. Stroke；45(9):2592-8. doi: 10.1161/STROKEAHA. 
2014 「精神健康の社会格差:そのメカニズムを解明する 精神健康の社会階層間格差」『ストレス科学』28:4（4）: 239-245. 
2014 Nakaya T, Honjo K, Hanibuchi T, Ikeda A, Iso H, Inoue M, Sawada N, Tsugane S, Japan Public Health Center-based Prospective 
Study Group. Associations of all-cause mortality with census-based neighbourhood deprivation and population density in Japan: 
a multilevel survival analysis. Plos one;9(6):e97802. doi: 10.1371/journal.pone.0097802. eCollection 2014. 
2014 Honjo K, Iso H, Fukuda Y, Nishi N, Nakaya T, Fujino Y, Tanabe N, Suzuki S, Subramanian SV, Tamakoshi A, and for the JACC 




2014 年 7 月 17 日 第 114 回 GLOCOL セミナー / FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（22）「後悔にもいろいろ
あるけど：「何もしなかった」vs「やってしまった」」（企画・司会進行）（詳細は p.16） 
2014 年 8 月 20 日 International Society of Behavior Medicine Groningen, Holland. Poster Presentation  “Job type and risk of death 
among Japanese middle-aged women” Kaori Honjo,  Hiroyasu Iso, Yoshihisa Fujino , Akiko Tamakoshi , For the JACC study 
group. 
2014 年 11 月 7 日 埴淵知哉、中谷友樹、米島万有子、本庄かおり、ポスター発表「全国レベルでみた近隣と健康（1）
―ウオーカビリティと身体活動」日本公衆衛生学会、宇都宮。 
2014 年 11 月 7 日 中谷友樹、埴淵知哉、米島万有子、本庄かおり、ポスター発表「全国レベルでみた近隣と健康（2）
―地理的剥奪と主観的健康感」日本公衆衛生学会、宇都宮。 
2014 年 11 月 8 日 江啓発、八谷寛、本庄かおり、李 媛英、崔仁哲、磯 博康、張 燕、王超辰、上村真由、青山温子
口頭発表「パラオ若年成人者層における生活習慣病リスク要因について」日本公衆衛生学会、宇都宮。 
2014 年 11 月 8 日 本庄かおり、磯 博康、藤野善久、玉腰暁子、JACC 研究グループ、口頭発表「わが国の中高年女性
における職業タイプと総死亡リスクの関連：JACC Study」日本公衆衛生学会、宇都宮。 
2015 年 1 月 23 日 江口江里、磯 博康、本庄かおり、玉腰暁子、JACC 研究グループ口頭発表「Does education modify the 
association between healthy lifestyle behaviors and cardiovascular mortality?: The JACC study」日本疫学会、名古屋。 







2014 年 8 月 9 日 「健康の社会決定要因としてのジェンダー」第 5 回大阪公衆衛生セミナー：健康の社会決定要因、大
阪：大阪大学最先端医療イノベーションセンター。 
2014 年 10 月 21 日 「健康の社会決定要因としてのジェンダー」長崎大学医歯薬総合研究科 大学院セミナー、長崎：
長崎大学。 
2014 年 11 月 13 日 「社会的健康決定要因としてのジェンダー」東京大学公共健康医学専攻 講義「社会と健康」東京
大学。 






大阪大学グローバルコラボレーション科目「海外フィールドスタディ A」 Ｉ期 
大阪大学グローバルコラボレーション科目「海外フィールドスタディ B」 II 期 
大阪大学医学系研究科「疫学総論」オムニバスＩ期 
大阪大学医学系研究科「疫学各論」オムニバスＩ期 
東京大学医学系研究科「社会と健康」オムニバス II 期 





















2014 年 8 月 19 日～31 日（オランダ）グローニンゲンで開催される 2014 International Congress of Behavior Medicine で研究
発表ならびに研究打ち合わせ その後、ロッテルダムにて Erasmus Medical Center Rotterdam で行われるセミナーに
参加 




















2014 「多文化共生」『3.11 以前の社会学』生活書院 
2014 「変容するボリビアの日本人学校」コラム異聞逸聞『月刊みんぱく』国立民族学博物館 
2015 2014 年度 GLOCOL フィールドスタディ（インドネシア）「コミュニティ防災－命を守るためのつながりを学ぶ」
報告書 
2015 「兵庫県医療通訳調査検討事業 医療通訳調査報告書」特定非営利活動法人多言語センターFACCIL 
◇講演、口答発表 
2014 年 4 月 29 日 公開講義「映画『HAFU』が示唆するもの」パリ第７大学内国立東洋言語文化大学（INALCO）フラ
ンス 
2014 年 5 月 13 日 芦屋市職員研修『多言語情報の基礎』 
2014 年 5 月 17 日 あーすフェスタかながわ 2014 外国籍県民フォーラム 基調講演「私たちの『まち』で、私たちは次の
世代に何を伝えるのか？」 
2014 年 5 月 28 日 長田商工会議所セミナー『NPO の多言語／多文化ビジネス ― 長田区のまちづくり提言へ』 
2014 年 6 月 13 日 阪神シニアカレッジ国際理解学科 授業 
①「外国人支援の実践 ― グローバル社会のコミュニティ防災」 
②「市民国際協力の実践 ― NGO/NPO がめざす多文化共生社会」 
2014 年 6 月 29 日 とよなか男女共同参画セミナー「地域を元気にする居場所づくり、出番づくり」 
2014 年 8 月 1 日 医療通訳説明会「兵庫県の医療通訳システムの現状と課題」三木市国際交流協会 
2014 年 8 月 24 日 「多文化共生フォーラム in Nagoya：多様性がもたらす豊かな地域社会へ」分科会『公教育のなかの
挑戦』コメンテータ  ー
2014 年 8 月 28 日 教員研修「多文化共生（教育）」真野小学校／真陽小学校 
2014 年 9 月 23 日 トヨタ財団事業「わたしのことば、わたしの道 ― 外国につながる子どもたちの言語教育実践から」
（詳細は p.81） 
2014 年 9 月 24 日 医療通訳説明会「兵庫県の医療通訳システムの現状と課題」宝塚市国際交流協会 
2014 年 11 月 8 日 多文化関係学会パネルディスカッション「マイノリティと災害ラジオ」福島市 
2014 年 11 月 14 日 職員研修「やさしいにほんごによる情報提供」芦屋市国際交流協会 
2014 年 11 月 15 日「異文化理解」兵庫県生きがい創造協会／ふるさとひょうご創生塾 
2014 年 11 月 18 日 阪神シニアカレッジ国際理解学科 授業 
①「外国人とのコミュニティづくり」 
②「多言語・多文化共生社会」 
2014 年 12 月 2 日 豊中市職員人権研修「誰も排除されない社会のために ― コミュニティ防災の視点で考える多文化共
生」 
2014 年 12 月 13 日 移民政策学会シンポジウム『外国にルーツをもつ若者たちのさまざまな発信で変える社会』大阪大
学 
2014 年 12 月 14 日 地域の国際化セミナー 基調講演「グローバル社会のコミュニティ防災」名古屋国際センタ  ー
2015 年 1 月 9 日 創造都市ポートランドセミナー コーディネート 





2015 年 1 月 20 日 多文化共生マネージャー研修『行政と NPO の恊働 ― TCC の活動から』全国市町村国際文化研修所
（JIAM） 
2015 年 1 月 21 日 JICA 中米防災研修『災害とラジオ』 
2015 年 1 月 22 日 岡山県地域国際化推進団体連絡協議会 研修会『誰も排除されない社会のために ― コミュニティ防
災の視点で考える多文化共生』 
2015 年 1 月 24 日 大阪大学未来共生セミナ 「ー『日本における外国人への防災対策の現状とその問題点』― 災害時にお
ける多文化アプローチ」コーディネータ  ー
2015 年 1 月 25 日 パネルディスカッション『東日本大震災被災地との絆』活動報告 ～阪神淡路震災 20 年・多文化共
生をめざして～｢つどい｣ 
2015 年 1 月 27 日 関西学院大学大学院ワークショップ「国際的な人の移動と社会統合」 
2015 年 2 月 13 日 翻訳／通訳ボランティア研修 静岡県湖西市 
2015 年 2 月 26 日 スロベニア移民研究所公開セミナー「Relations between Communities and Local Media in a Disaster: -
Minority Perspective Seen from Examples-」（『災害時のローカルメディアとコミュニティの関わり ― 実践事例から
考えるマイノリティの視点』） 
2015 年 3 月 4 日 関西学院大学の研究会「イスラームの復興とイスタンブルにおけるライフスタイルの変容」 












ム）と連携して、移民政策学会 2014 年度冬季大会を阪大にて開催（詳細は pp.75-77） 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「東日本大震災支援活動」総括として国連世界防災会議に参加（詳細は
p.64） 


























2014 年 4 月 25 日～5 月 7 日（フランス）パリ大学日本語学部より、4 月 29 日に開催される日本における移民の若者を
テーマとした映画『HAFU』に関するディベートのコメンテーターとして招聘 
2014 年 5 月 18 日～25 日（アメリカ）トヨタ財団採択プログラム「外国人児童生徒の言語形成を保障するバイリンガル教
育環境推進のための政策提言」のために、先駆的な二言語教育を実施しているミシガン州のひのきインターナショ
ナルスクールを視察 
2014 年 7 月 21 日～26 日（インドネシア）GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム（A）「コミュニティ防災 ― 
命を守るためのつながりを学ぶ」の実施にむけた準備 
2014 年 8 月 31 日～9 月 9 日（インドネシア）GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム（A）「コミュニティ防災 
― 命を守るためのつながりを学ぶ」の実施 
2014 年 11 月 19 日～26 日（インドネシア）GLOCOL 海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタディ・
プログラム（S）「コミュニティ防災 ― 命を守るためのつながりを学ぶ」の実施地にて、「多文化共生」に関する
神戸の実践活動の内容共有 
2014 年 12 月 16 日～19 日（韓国）トヨタ財団助成金事業『バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成を考慮した教
育環境整備のためのネットワーク構築事業』において連携する韓国の団体などとの打ち合わせ 
2015 年 1 月 29 日～2 月 1 日（韓国）トヨタ財団助成金事業『バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成を考慮した
教育環境整備のためのネットワーク構築事業』において、連携する韓国の団体などとの二回目の打ち合わせ 






















2015 「翻訳：シェラリオネ FGM 事件における法人類学者の鑑定書英国移民難民上訴審判所 AF 対内務省大臣（2014.1.30
決定）」『国際公共政策研究』第 19 巻 2 号 
2015 「海外プレ・インターンシップの教育効果に関する一考察」『大阪大学高等教育研究』第 3 号 
2014  新 ・ 判 例 解 説 Watch 「 退 去 強 制 に よ る 子 の 親 か ら の 分 離 （ 子 の 福 祉 ・ 最 善 の 利 益 ）」 
https://www.lawlibrary.jp/pdf/z18817009-00-090301154_tkc.pdf 
◇講演・口頭発表 





2015 年 2 月 23 日 大阪大学国際公共政策研究科国際シンポジウム「グローバリゼーションの時代の人種主義と不寛容」 
http://www.osipp.osaka-u.ac.jp/en/event/Abstract%20and%20short-bio%20%2820150223%20Symposium%20-%20OSIPP%29.pdf 
2015 年 3 月 7 日 ポスター発表「大学教職員のリスク管理シミュレーションのすすめ：海外体験型教育推進の準備と心構







2014 年 11 月 14 日 GLOCOL ブラウンバッグランチ・セッション「将来に活きるインターン・短期留学への挑戦」大阪
大学の大学院生（詳細は pp.18-19） 
2014 年 11 月 27 日 特別セミナーアラン・マッキー判事の難民法講座“Understanding the Refugee Convention and other 
International Protection Law” （詳細は p.71） 

























2014「ジェノサイドから 20 年のルワンダ」一般社団法人アフリカ協会『アフリカ』Vol. 54 
◇講演・口頭発表 
2014 年 7 月 26 日「ルワンダのジェノサイド―『民族対立』はいかにして作られたのか」地域研究コンソーシアム公開シ
ンポジウム「世界はレイシズムとどう向き合ってきたか」（詳細は pp.78-80） 

























2014 年 4 月 4 日～17 日（ルワンダ共和国）科研費（挑戦的萌芽研究「ルワンダのガチャチャ裁判による和解醸成効果に
関する研究」研究代表者 小峯茂嗣）の現地調査 
2014 年 8 月 27 日～9 月 2 日（朝鮮民主主義人民共和国）「大学生・大学教員のための朝鮮ツアー」参加による、現地視察
（平壌、開城、板門店）および大学研究者、大学生（平壌外国語大学）との交流 
2014 年 9 月 4 日～13 日（バングラデシュ）海外フィールドスタディ「開発途上国の生活環境の改善に貢献するモノづく
りを提案する」の学生引率 
2014 年 11 月 11 日～23 日（ルワンダ）科研費挑戦的萌芽研究「ルワンダのガチャチャ裁判による和解醸成効果に関する
研究」の現地調査 
















2014「ムスリムの信仰生活」綾部真雄（編）『タイを知るための 72 章』明石書店、pp.185-188。 
2014「マレー系ムスリム」綾部真雄（編）『タイを知るための 72 章』明石書店、pp.226-229。 
2014「ハジャイ」綾部真雄（編）『タイを知るための 72 章』明石書店、pp.346-349。 




Cultural Diversity in Southeast Asia, Research Institute for Languages and Cultures of Asia and Africa, Tokyo University of 
Foreign Studies, pp.71-91. 
◇講演・口頭発表 
2014 年 5 月 15 日“The 2004 Indian Ocean Tsunami image seen from the religious practices: Tsunami disaster and globalization in a 
Muslim community of southern Thailand”, The International Union of Anthropological and Ethnological Sciences Inter-
Congresses, Makuhari Messe. 
2015 年 3 月 13 日“Dividing Community: Recovery Process of the Indian Ocean Tsunami-affected Areas in Southern Thailand”, 




































2014 『沖縄闘争の時代 1960/70 ― 分断を乗り越える思想と実践』人文書院．（単著） 
2014 『戦後史再考 ―「歴史の裂け目」をとらえる』平凡社．（共編著） 









2014 「軍事占領に向きあう ― 京都府京丹後市での米軍 X バンドレーダー搬入をめぐって」『インパクション』197 号． 
2014 「軍事占領の現在形 ― 丹後・宇川地区での米軍基地建設の進行と抵抗運動」『PACE』9 号． 
2015 「『国民国家論』継ぎ未来を問う」『毎日新聞』2015 年 1 月 9 日朝刊． 
2015 「沖縄と京都 声上げつなぐ（知を拓く 研究最前線 4）」『京都新聞』2015 年 1 月 15 日朝刊． 
2015 「沖縄闘争の時代から現在へ ― 拙著『沖縄闘争の時代 1960/70』（人文書院、2014）について」立教大学共生社会
研究センター『PRISM』6 号. 
2015 「ベ平連運動の時代から現在へ」『立命館平和研究』16 号．（共著） 
◇講演・口頭発表 
2014 年 4 月 7 日、5 月 6 日 「京都米軍基地 ① ② ～大野光明さんに聞く～」、ラジオ放送「PEACE by PIECE」、京都
三条ラジオカフェ． 
2014 年 10 月 31 日 「〈新〉植民地主義論という光のもとで、「沖縄問題」を考える ― 連関と共振のなかにある「沖縄」」、
立命館大学国際言語文化研究所、連続講座「西川長夫 ― 業績とその批判的検討」、立命館大学． 
2014 年 11 月 8 日 「軍事化に抗するということ ― 京都府京丹後市での米軍基地建設問題をめぐって」、日本平和学会
秋季研究集会、鹿児島大学． 
2014 年 11 月 15 日 「解説」、立命館大学国際平和ミュージアム（秋季特別展『ピース☆スタイル』）、公開記念上映会「イ
ントレピッドの 4 人」（1967 年、ベ平連製作）、立命館大学充光館地階 301 教室． 
2014 年 11 月 29 日 「沖縄闘争の時代から現在へ、あるいは沖縄と京都へ」、『沖縄闘争の時代 1960／70 分断を乗り越
える思想と実践』を書いた大野光明さんと一緒に話す会、カライモブックス． 
2015 年 1 月 24 日 「京丹後米軍レーダー基地建設問題」、KBS 京都ラジオ「早川一光のばんざい人間」． 
2015 年 1 月 25 日 「京都と沖縄の基地問題を考える」、琵琶湖とあしたの今に vol.2、でこ姉妹舎． 
2015 年 2 月 21 日 「米軍基地と抵抗運動の歴史と現在」、立命館大学国際言語文化研究所ジェンダー研究会、映画『基
地の町に生きる』上映会×トーク、立命館大学． 
2015 年 2 月 22 日 「原発と差別、戦後日本を再考するために」、2・22 シンポジウム実行委員会、シンポジウム「原発と
差別、戦後日本を再考する」、在日本韓国 YMCA アジア青少年センター．  
2015 年 3 月 1 日 「現在進行形の軍事化を問う ─ 京都府京丹後市における米軍基地建設をめぐって」、立命館大学平和
主義研究会第 5 回「社会運動はどのように平和をつくるか ─ 米軍基地・被爆体験・3.11 体験」、立命館大学．  
◇教育活動 
大阪大学グローバルコラボレーション「理論と実践」I 期 
大阪大学全学教育推進機構「平和の問題を考える ― 多角化する国際協力」II 期 
大阪大学グローバルコラボレーションセンター「マイノリティとグローバリゼーション」II 期 










2015 年 2 月 8 日～17 日（ラオス）海外フィールドスタディ B「開発と社会・環境変化」学生引率 









博士研究員（2006）、ダイセル化学工業短期派遣研究員（2006）、University of Dundee, Ninewells Hospital and Medical School, 
Microbiology and Gut biology group, Postdoctoral Fellow（2006-2008）、国際農林水産業研究所特任研究員（2008-2009）、大阪大学
微生物病研究所感染症国際研究センター特任研究員（2009-2013）、大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教




2014. T. Nakayama* and K. Ezoe. Heat incubation inactivates streptococcal exotoxins and recombinant cholesterol-dependent 
cytolysins: suilysin, pneumolysin, and streptolysin O. Current Microbiology 69: pp690-8. 
2015. T. Nakayama, S. Ueda, BTM Huong, LD Tuyen, C. Komalamisra, T. Kusolsuk, I. Hirai, and Y. Yamamoto. Wide dissemination 
of extended spectrum beta-lactamase-producing Escherichia coli in community residents in the Indochinese peninsula. Infection 
and drug resistance. 8:pp１-5. 
2015. Characteristics of extended spectrum beta-lacatamase-producing Escherichia coli in retail meats and shrimp at a local market in 
Vietnam. LQ. Phong, S. Ueda, TNN. Hue, TVD. Khanh, TAH. Van, TTT. Nga, I. Hirai, T. Nakayama, R. Kawahara, TD Hung, 
QV Mai and Y. Yamamoto. Foodborn pathogen and disease.  In press   
◇講演・口頭発表 





2014 年 4 月 15 日～19 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」に係る現地サンプリング参加 
2014 年 5 月 30 日～6 月 3 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」に係る現地サンプリング参加 
2014 年 6 月 18 日～24 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」に係る現地サンプリング参加 
2014 年 7 月 29 日～8 月 7 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」に係る中間評価会議参加 
2014 年 10 月 19 日～24 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」に係る打合せ、調査研究 
2014 年 11 月 24 日～27 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」に係るプログレス会議出席 
2014 年 12 月 15 日～20 日（ベトナム）SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリングシ
ステムの開発」に係る研究打ち合わせ出席 

















2015 「フィラデルフィア万博における諸外国の参加をめぐって ― 日本と中国の展示をめぐる評価のディスコースと
アメリカのアイデンティティおよびイデオロギー」『インターカルチュラル』13 号、pp.95-112。 
2015 三橋利光（監訳）、松本行広（監訳）、武者小路研究会（訳）、武者小路公秀（著）『国際社会科学講義 ― 文明間対
話の作法』（国際書院、2015 年 1 月）、第 1 章翻訳担当。 
◇講演・口頭発表 
2014 年 7 月 5 日「フィラデルフィア万博の開催における外国の参加」第 13 回日本国際文化学会全国大会、山口県立大学 
2014 年 8 月 8 日「フィラデルフィア万博における日中展示の評価をめぐって（予備発表）」OUFC セミナー（鄭州会議予
備発表会）、大阪大学豊中キャンパス。 
2014 年 8 月 24 日「フィラデルフィア万博における日中展示の評価をめぐって」第 8 回現代中国と東アジアの新環境、中
華人民共和国・鄭州大学。 
2014 年 10 月 3 日「私の研究プロセス（リソースパーソン）」地域研究コンソーシアム地域情報資源部会・地域研究方法
論部会合同研究会 「地域研究の情報の読み解き」、京都大学地域研究統合情報センター。 
















2014 年 7 月 28 日～8 月 2 日（アメリカ）科研費「フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究」の現地
調査 
2014 年 8 月 22 日～26 日（中国）科研費「フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究」の成果を報告す
るため、中国河南省鄭州市・鄭州大学で開催される「第 8 回現代中国と東アジアの新環境国際学術討論会」に出席 












ティラジオ」「移民コミュニティ」という三つの柱での活動を続け、4 年目となる 2014 年度には、


































● JICA 関西夏期インターンシップ実習事業 
大阪大学と JICA の連携協定にもとづき、国際協力に関心をもつ大学生・大学院生を対象に、





れたインターン実習生は、下記の 1 名であった。 
 
法学部国際公共政策学科 3 年 
































































を図り、大学として組織的に教育を推進するため、「大学教育実践センター」を発展的に解消し、2012 年 4 月 1 日に設置され
た。 
全学教育推進機構は、大学院を含む教養教育や全学横断的な教育を企画する機能等を持った組織であり、企画開発部と実施
調整部の 2 つの部を置き、企画開発部の下には 6 つの部門（学部共通教育部門、大学院横断教育部門、言語教育部門、海外教
育部門、スポーツ・健康教育部門、教育学習支援部門）、実施調整部の下には 3 つの部会（基礎教育部会、教養教育部会、言語
教育部会）が置かれている。 













は、GLOCOL の活動報告、年次計画の報告を行っている。第 9 回の兼任教員会議は、GLOCOL の特色ある取り組みについて
教育プログラムからの報告と国際協力グループ、グローバル共生グループ、海外体験型教育企画オフィスから、研究・実践・
人材育成について報告があった。また、下記の方々より GLOCOL と連携しておこなわれた研究の成果報などを報告した。 
 
【開催日・場所】 
2014 年 12 月 9 日、コンベンションセンター 会議室 1（吹田キャンパス） 
【概要】 
・開会挨拶：平田收正（センター長） 
・GLOCOL8 年間の実績：宮原 曉（副センター長）・栗本英世（元センター長） 
・GLOCOL の特色ある取り組み ― 教育・研究・実践 








第 3 セッション：連携と広がり 
Nguyen Van Cong（カントー大学環境天然資源学部副学部長） 
Martina Bofulin（GLOCOL 外国人招へい研究員 / Research Centre of the Slovenian Academy of Sciences and Arts (SASA), 
Slovenian Migration Institute） 
三宅 淳（GLOCOL 兼任教員 / 大学院基礎工学研究科教授） 
中尾卓司（GLOCOL 非常勤講師 / 毎日新聞社大阪本社社会部編集委員） 
山田真弓（GLOCOL 招へい研究員 / 前 UNMISS（国際連合南スーダン共和国ミッション）RRP オフィサー） 
・GLOCOL が歩んで来た道：大橋一友（前センター長） 





































































































































成、都市環境対策、災害復興などを支援。2001 年 6 月から１年間豪州ブリスベ
ン市庁都市経営局に出向し、市の持続可能な都市経営戦略を担当。2002 年世銀






















（北京）およびジュネーブ本部勤務後、2005 年 4 月帰国、九州大学助教授を経て、現職。主な著書に『国際保健政策か
らみた中国―政策実施の現場から』九州大学出版会、2007 年。『人間の安全保障と中央アジア』（編）、花書院、2010 年『事
例研究の革新的方法』九州大学出版会、2006 年。『災難後的重生』（中文版）南天書局（台湾）2010 年『Older People in Natural 




























講義 1 「難民・他の国際的保護に関する法・原則の特殊性」 
Lecture1 "Unique nature of refugee and other international protection law and principles" 
講義 2 「信憑性評価および迫害をうける現実的なおそれの国際基準」 











































東南アジアにおける産学協働推進 第１回 ベトナムの大学との連携 
 
【開催日・場所】 









開会の辞：伊藤 正（ナノサイエンスデザイン教育研究センター 副センター長） 
講演：「メコンデルタにおける環境問題と解決に向けた日本との協働の可能性」 
Dr. Nguyen Van Cong（カントー大学環境・天然資源学部 副学部長） 
「国際産学連携の拠点としての日越 R&D センター構想」 




Dr. Nguyen Hoang Luong（ハノイ国家大学自然科学大学ナノ＆エネル
ギーセンター・センター長） 
「ハノイにおける産学連携拠点の構想」 
Dr. Le Van Chieu（ハノイ国家大学本部プロジェクト管理部・副部長） 


























● ミックスルーツ研究会 第 1 回 
 
【開催日・場所】 











● ミックスルーツ研究会 第 2 回 
 
【開催日・場所】 


















































会に参加し、社会との連携をめざした実践的な地域研究をともにおこなってきた。JCAS と GLOCOL の活動の親和性は高く、
2007 年の発足以来培ってきた GLOCOL の事業と、それを通して得られたノウハウのうちのいくつかを発展させるうえで、重



























● 移民政策学会 2014 年度冬季大会 
 
【開催日・場所】 
2014 年 12 月 13 日、ステューデント・コモンズ（豊中キャンパス） 
【概要】 
ミニシンポジウム（於：セミナー室 2 / マッチング型セミナー室） 





















1. 吉田公記 （法政大学大学院）「イギリス国民党の後退と移民をめぐる言説の変容」 
2. 松下奈美子（名古屋産業大学）「高等教育の普及にともなう大卒高度人材の国際労働移動に関する考察 ― イン
ド人 IT 技術者の移動を一例に」 
3. 宣元錫（中央大学）「「便利屋」になっていく途上国のエンジニア ― フ
ィリピン人の聞き取りから」 
4. 佐藤由利子（東京工業大学）「地方留学促進政策と留学生の社会統合の
課題 ― 南オーストラリア州の事例から」  
・セッション 2：日本の移民に関するもの 於：2 階マッチング型セミナー室 
司会：菅原 真（名古屋市立大学） 
報告者： 
1. 藤浪 海（一橋大学大学院）「南米系移民２世の分化する進路選択 ― 
移民ネットワーク論からみる世代間階層移動とジェンダ－」 
2. 平井辰也（日本アジア医療看護育成会）「インドネシア EPA 看護師受け







1. The Bilingual Illustrated Book Project in Hamamatsu: A Means to Connect 
Brazilia n Families with University Students of Brazilian Origin as Role 
Models 
IKEGAMI Shigehiro (Shizuoka University of Art and Culture) 
Nancy Naomi UEDA (Shizuoka University of Art and Culture)  
2. Report: Exploring Wisdoms for Mutual Trust and a Sustainable Future through 
Migration, Diversity and Integration -with Resilience to Global Risks- 
(Proposal accepted on 7 November 2014 for the 21st International 
Metropolis Conference 2016 in Aichi-Nagoya) 
IGUCHI Yasushi (Kwansei Gakuin University) 
 






2. トーマス友基「トモダチ作戦 ― ゆっくりじっくり歩んできて見えたこと」 
3. 松原ルマ ユリ アキズキ「"レモン""ヒョジュンへ""わたしのことば、わたしの道"など、これまでの映像発信の
意義」 














































































第 2 部 日本はレイシズムとどう向き合うのか：さまざまな立場 


























































泉政権時代の首相官邸などを取材した。2008 年 9 月から 1 年間、中国大連で中国
語研修。2010 年 4 月から 3 年間、北京勤務。慶應大学総合政策学部卒。 










都大学学術出版会、2014 年）等。JCAS 社会連携部会を担当し、JCAS 関連の共
編著書に『原発震災被災地復興の条件：ローカルな声』『地域研究とキャリア・パ
ス：地域研究者の社会連携を目指して』『「情報災害」からの復興：地域の専門家






















● GLOCOL セミナー（116） 
「いたみ」「かなしみ」「他者」の現場 ― フィールドワークを問う 
 
【開催日・場所】 




























わたしのことば、わたしの道 ～ 外国につながる子どもたちの言語教育の実践から 
 
【開催日・場所】 









ラジオ DJ）  
パネルトーク：若者が語る「わたしのことば、わたしの道」重井アマンダ、MC ナム、祖艶、松原ルマ ユリ アキズキ 
モデレーター：小林芽里（浜松 NPO ネットワーク事務局長） 
コメンテーター：サニー・フランシス、松田陽子（兵庫県立大学） 
映像上映：母語、バイリンガル教育を考える 
























































第 2 部：パネルディスカッション、質疑応答 
上記講演者に加え、 
瀬戸山晃一（院法学研究科招聘教授、ウィスコンシン大学マディソン校ロー
スクール M.L.I., LL.M., S.J.D.プログラム留学） 
岡本一秀（ジョージア工科大学大学院航空宇宙工学科博士課程在籍） 











● GLOCOL セミナー（121） 
第 67 回日米学生会議 募集説明会 
 
【開催日・場所】 






































ター・難民移民ドキュメンテーション・プロジェクト CDR 准教授）  
指定討論：「外国人居住者に対する多職種多文化支援モデルの評価」井上孝代（明治学院大学名誉教授、臨床心理士）  











● GLOCOL ブックレット 17 
宮原 曉（編）『「いたみ」「かなしみ」「他者」の現場： 
フィールドワークを問う』 

















● GLOCOL 海外体験型教育プログラム 
 リーフレット Go to FIELDO 
 
 
● GLOCOL 教育プログラム 2014 




































































2014 年 6 月 17 日 
GLOCOL セミナー（113） 
「Uchinaanchu transnational network: a multi-sited ethnography」 
 
【講演者】 










ブラジリア大学人類学科（博士課程）、SEE - GDF (State 





















2013 年 11 月の中部フィリピンにおける台風被災の現地を訪問し、
精力的に調査、報告活動を進めている若手研究者である日下渉先生をお招きし、現地での支援活動の現




















2014 年 7 月 12 日 
足もとの国際化連続セミナー「ミックスルーツ研究会（1）」 





2014 年 7 月 17 日 
FIELDO BBL セッション（13）「海外渡航時の健康管理について」 





2014 年 7 月 17 日 
GLOCOL セミナー（114）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（22） 
「後悔にもいろいろあるけど：「何もしなかった」vs「やってしまった」」 





2014 年 7 月 26 日 
シンポジウム「世界はレイシズムとどう向き合ってきたか：地域研究とジャーナリズムの現場から」 





2014 年 8 月 29 日 
足もとの国際化連続セミナー「ミックスルーツ研究会（2）」 





2014 年 9 月 8 日 
GLOCOL セミナー（116）「「いたみ」「かなしみ」「他者」の現場 ― フィールドワークを問う」 





2014 年 9 月 23 日 
セミナー「わたしのことば、わたしの道 ～ 外国につながる子どもたちの言語教育の実践から ～」 









2014 年 10 月 2 日～3 日 
国際シンポジウム・大学院セミナー「アジアにおける生活習慣病予防戦略：研究から戦略へ」 





2014 年 10 月 22 日 
GLOCOL セミナー（117）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（23） 
「国際機関合同アウトリーチ・ミッション」 





2014 年 10 月 24 日 
国際会議「東アジア "生命健康圏" 構築に向けて ― 大気汚染と健康問題を考える日中国際会議」 





2014 年 11 月 7 日 
セミナー「国際機関で働くということ ― 現場の経験から」 





2014 年 11 月 14 日 
FIELDO BBL セッション（14）「将来に活きるインターン・短期留学への挑戦」 





2014 年 11 月 15 日 
GLOCOL セミナー（118）「リアリティを記述する方法としてのエスノグラフィーの可能性」 





2014 年 11 月 27 日 
公開講座「アラン・マッキー判事の難民法講座」 









2014 年 11 月 28 日 
























2014 年 12 月 4 日 
FIELDO BBL セッション（15）「語学力を活かして警察で働くとは」 





2014 年 12 月 12 日 
セミナー「中国への開発援助について ― 国際機関で働くということ」 





2014 年 12 月 13 日 
シンポジウム「移民政策学会 2014 年度冬季大会」 









2014 年 12 月 15 日 
GLOCOL セミナー（120） 
「GLOCOL を越えて ― グローバル共生の進化型を求めて」 
 
【講演者】 
Martina Bofulin（JSPS/Osaka University） 
























2014 年 12 月 22 日 
「海外大学院留学説明会」 





2015 年 1 月 14 日 
FIELDO BBL セッション（16）「海外渡航時の健康管理について」 





2015 年 1 月 15 日 
GLOCOL セミナー（121）「第 67 回日米学生会議 募集説明会」 










2015 年 2 月 7 日、8 日 
ワン・ワールド・フェスティバル「ブース出展」 





2015 年 2 月 13 日 
GLOCOL セミナー（122）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（24） 
「英語もダメ、大学も不合格だった私が、子育てしながら、国連職員へ」 





2015 年 3 月 5 日 
国際産学連携シンポジウム 東南アジアにおける産学協働推進「第 1 回 ベトナムの大学との連携」 





2015 年 3 月 10 日 
セミナー・シリーズ：グローバル化時代の法と社会 
「第 1 回 千葉理論から Chiba Theories へ ―  


































2015 年 3 月 20 日 
セミナー「日本における外国人居住者に対する多職種多文化支援」 





2015 年 3 月 21 日 
セミナー・シリーズ：グローバル化時代の法と社会 第 2 回 
「Human Smuggling in the Age of Globalization: The Case of the Illegal 























4 月 15 日～19 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」に係る現地サンプリングに参加するため（受託事業費） 
4 月 16 日～21 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリン
グシステムの開発」にかかる、タイビン省における現地調査、ホーチミン市、メコンデルタ、ハノイにおける
研究打ち合わせ（受託事業費） 
4 月 25 日～5 月 7 日、吉富志津代、フランス・パリ大学日本語学部より、4 月 29 日に開催される日本における移民の若
者をテーマとした映画『HAFU』に関するディベートのコメンテーターとして招聘（他機関経費） 
4 月 4 日～17 日、小峯茂嗣、ルワンダ共和国・科研費（挑戦的萌芽研究「ルワンダのガチャチャ裁判による和解醸成効果
に関する研究」研究代表者：小峯茂嗣）の現地調査（科研費） 
5 月 18 日～25 日、吉富志津代、アメリカ・トヨタ財団採択プログラム「外国人児童生徒の言語形成を保障するバイリン
ガル教育環境推進のための政策提言」のために、先駆的な二言語教育を実施しているミシガン州のひのきイ
ンターナショナルスクールを視察（他機関経費） 







5 月 31 日～6 月 9 日、思沁夫、モンゴル・りそなアジア・オセアニア財団環境プロジェクト助成事業「モンゴル国オンギ
川流域における柳林保護および越冬用飼料（草）の栽培に関する協力行動」（奨学寄附金） 




6 月 18 日～24 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」に係る現地サンプリング参加（受託事業費） 
6 月 22 日～27 日、宮原 曉、タイ・The 6th Asian Ministerial Conference on Disaster Risk Reduction の各セッションの議論に
参加（科研費） 
7 月 19 日～8 月 8 日、上田晶子、ブータン・科研基盤 C「ブータンの農村社会内における経済的格差の要因」に関する調
査。超域プログラムのフィールドスタディの下見、調整（科研費・他部局経費） 
7 月 21 日～26 日、吉富志津代、インドネシア・GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム（A）「コミュニティ防災 
― 命を守るためのつながりを学ぶ」の実施にむけた準備（運営費交付金） 
7 月 27 日～8 月 5 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明とモニタリングシステムの構築」科
研費 B「ベトナムの 2 大河川最下流域における毒性化学物質による食品汚染に関する調査研究」（薬学）（受
託研究費・科研費） 
7 月 28 日～8 月 2 日、福田州平、アメリカ・科研費「フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究」の現
地調査のため（科研費） 
7 月 29 日～8 月 7 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリ
ングシステムの開発」に係る中間評価会議に参加するため（受託研究費） 
7 月 4 日～9 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明とモニタリングシステムの構築」LRI「複
合的な環境汚染に対する新規網羅的モニタリングシステムの開発とその実効性の検証（メコン川流域をモデ
ルケースとして）」（受託事業費・他機関経費：日本化学工業協会（LRI）） 
7 月 5 日～9 日、平田收正、ベトナム・LRI「複合的な環境汚染に対する新規網羅的モニタリングシステムの開発とその
実効性の検証（メコン川流域をモデルケースとして）」（他機関経費：日本化学工業協会（LRI）） 
8 月 19 日～31 日、本庄かおり、オランダ・オランダ グローニンゲンで開催される 2014 International Congress of Behavior 
Medicine で研究発表ならびに研究打ち合わせ その後、ロッテルダムにて Erasmus Medical Center Rotterdam
で行われるセミナー参加（科研費・運営費交付金） 
8 月 1 日～9 月 4 日、常田夕美子、インド・科研「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク－社
会空間の視点から」の調査・資料収集（科研費） 
8 月 22 日～26 日、福田州平、中国・科研（フィラデルフィア万博に注目した米中日国際文化関係の研究）の成果を報告
するため、中国河南省鄭州市・鄭州大学で開催される「第 8 回現代中国と東アジアの新環境国際学術討論会」
に出席（科研費） 
8 月 24 日～9 月 23 日、思沁夫、中国、ロシア・科研費基盤 C「トナカイ放牧と自然保全の持続可能な関係：エヴェンキ
人のローカルナレッジの再評価」に関する研究調査及び情報収集、北京大学で開催の国際会議での発表（科
研費） 
8 月 24 日～9 月 6 日、島薗洋介、フィリピン・学生指導及び研究調査（運営費交付金） 
8 月 27 日～9 月 2 日、小峯茂嗣、朝鮮民主主義人民共和国・「大学生・大学教員のための朝鮮ツアー」参加による、現地
視察（平壌、開城、板門店）および大学研究者、大学生（平壌外国語大学）との交流（運営費交付金） 
8 月 31 日～9 月 4 日、住村欣範、ベトナム・科研費挑戦的萌芽研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方
法に関する複合的研究」に係る現地調査、論文博士制度に係る現地指導（科研費・JSPS 論文博士事業） 
8 月 31 日～9 月 9 日、吉富志津代、インドネシア・GLOCOL 海外フィールドスタディ・プログラム（A）「コミュニティ
防災 ― 命を守るためのつながりを学ぶ」実施（運営費交付金） 







8 月 4 日～6 日、平田收正、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステム
の開発」に係る中間評価会議に参加（受託研究費） 
9 月 12 日～23 日、島薗洋介、イギリス・科研費若手研究 B「代理懐胎の人類学：英国における代理懐胎の実態と当事者
の語りの研究」の調査（科研費） 
9 月 14 日～23 日、宮原 曉、中国・科研費基盤 B「インターフェイスとしての女性と中国系移民のディアスポリック空
間」の香港、広州、泉州での華僑出身地域における現地調査調査（科研費） 
9 月 4 日～13 日、小峯茂嗣、バングラデシュ・海外フィールドスタディ「開発途上国の生活環境の改善に貢献するモノづ
くりを提案する」の学生引率（他機関経費） 
10 月 11 日～15 日、宮原 曉、フィリピン・レイテ島での災害復興支援における現地調査（運営費交付金） 
10 月 11 日～15 日、島薗洋介、フィリピン・レイテ島での災害復興支援における現地調査（運営費交付金） 
10 月 19 日～24 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリ
ングシステムの開発」に係る打合せ、調査研究（受託研究費） 
10 月 19 日～24 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性細菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリ
ングシステムの開発」に係る打合せ、調査研究（受託研究費） 
11 月 11 日～23 日、小峯茂嗣、ルワンダ・科研費挑戦的萌芽研究「ルワンダのガチャチャ裁判による和解醸成効果に関す
る研究」の現地調査（科研費） 
11 月 14 日～20 日、平田收正、中国・雲南大学、普洱学院との共同研究及び学生引率（他部局経費：小林製薬助成） 
11 月 14 日～21 日、思沁夫、中国・雲南大学、普洱学院との共同研究及び学生引率（他部局経費：小林製薬助成） 
11 月 19 日～26 日、吉富志津代、インドネシア・GLOCOL 海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）海外フィールドスタ
ディ・プログラム（S）「コミュニティ防災 ― 命を守るためのつながりを学ぶ」の実施地にて、「多文化共生」
に関する神戸の実践活動の内容を共有る（他機関経費） 
11 月 20 日～23 日、島薗洋介、フランス・フランス国立科学アカデミーより依頼を受け、国際コロキアムへ参加（他機関
経費） 
11 月 22 日～30 日、敦賀和外、ミャンマー・国連フォーラム ミャンマースタディプログラムに参加し、ミャンマーにお
ける国連の活動を視察、関係者との意見交換を行うとともに、ミャンマーにおける海外体験型教育プログラ
ムの実施可能性を探る。（運営費交付金） 
11 月 24 日～27 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリン
グシステムの開発」に係るプログレス会議に出席するため（受託研究費） 
11 月 24 日～26 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明とモニタリングシステムの構築」（受託
研究費） 
11 月 27 日～12 月 1 日、住村欣範、ベトナム・科研費 B「ベトナムの 2 大河川最下流域における毒性化学物質による食品
汚染に関する調査研究」（科研費：薬学研究科） 
11 月 5 日～11 日、島薗洋介、フィリピン・レイテ島での災害復興支援における現地調査（運営費交付金） 
11 月 8 日～15 日、常田夕美子、バングラデシュ・JICA パートナーシップセミナーへの参加のため（他機関経費） 
11 月 9 日～16 日、宮原 曉、アメリカ・カリフォルニア大学バークレー校を訪問し、今後の研究プロジェクトについて、
Health Research for Action Center の研究者を含め研究打合せ（運営費交付金） 
12 月 15 日～20 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシス
テムの開発」に係る研究打ち合わせに出席するため（受託研究費） 
12 月 16 日～19 日、吉富志津代、韓国・トヨタ財団助成金事業『バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成を考慮し
た教育環境整備のためのネットワーク構築事業』において連携する韓国の団体などとの打ち合わせのため（他
機関経費） 








12 月 24 日～28 日、住村欣範、ベトナム・ベトナムにおける産学連携の可能性に関する調査（委任経理金） 
 
2015 年 
1 月 20 日～21 日、住村欣範、ベトナム・科研費萌芽的研究「照葉樹林文化圏の近代化過程における食品の保存方法に関
する複合的研究」調査（科研費） 
1 月 22 日～24 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明とモニタリングシステムの構築」の調査・
情報収集（受託研究費） 
1 月 29 日～2 月 1 日、吉富志津代、韓国・トヨタ財団助成金事業『バイリンガル環境で育つ子どもたちの言語形成を考慮
した教育環境整備のためのネットワーク構築事業』において、連携する韓国の団体などとの二回目の打ち合
わせ（他機関経費） 
2 月 15 日～3 月 8 日、小峯茂嗣、ルワンダ・科研費挑戦的萌芽研究「ルワンダのガチャチャ裁判による和解醸成効果に関
する研究」の現地調査（科研費） 
2 月 1 日～26 日、常田夕美子、インド・科研費基盤 C「現代インドにおける都市村落混住地域とグローカルネットワーク
－社会空間の視点から」の調査・資料収集（科研費） 
2 月 8 日～17 日、大野光明、ラオス・海外フィールドスタディ B「開発と社会・環境変化」学生引率（運営費交付金） 
2 月 8 日～17 日、小河久志、ラオス・海外フィールドスタディ B「開発と社会・環境変化」学生引率（運営費交付金） 
3 月 14 日～23 日、安藤由香里、オランダ・海外フィールドスタディ「国際司法・平和の現場を知る」学生引率（運営費
交付金） 
3 月 17 日～21 日、住村欣範、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理におけるモニタリングシステ
ムの開発」に係る研究打ち合わせ出席（受託研究費） 
3 月 18 日～26 日、中山達哉、ベトナム・SATREPS「薬剤耐性菌発生機構の解明と食品管理における耐性菌モニタリング
システムの開発」に係る研究打ち合わせ出席（受託研究費） 
3 月 21 日～31 日、思沁夫、中国・海外フィールドスタディ「観光化と地域の維持性（中国・雲南）」学生引率（運営費交
付金） 
3 月 22 日～30 日、本庄かおり、イギリス・科研費基盤 C「性別役割分業規範の健康影響とそのメカニズムに関する社会
疫学研究」調査及び情報収集、共同研究者と研究打合せ（科研費・運営費交付金） 
3 月 22 日～31 日、福田州平、中国・海外フィールドスタディ「観光化と地域の維持性（中国・雲南）」学生引率（運営費
交付金） 
3 月 24 日～4 月 4 日、宮原 曉、ベトナム、フィリピン・科研費基盤 B「インターフェイスとしての女性と中国系移民の
ディアスポリック空間」の調査及び情報収集（科研費） 
3 月 2 日～11 日、敦賀和外、東ティモール・海外フィールドスタディ「東ティモールにおける適正技術の可能性」学生引
率（運営費交付金） 
3 月 6 日～20 日、大野光明、アメリカ・科研費若手研究 B「沖縄の反基地運動と米軍黒人兵の連帯の力学－太平洋を横断
するネットワークの視点から」調査及び情報収集（科研費） 
3 月 7 日～17 日、思沁夫、中国・中国大陸における少数民族の集落形成に関する研究調査及び情報収集（他機関経費） 











2014.04.16 海外フィールドスタディ(S) 2014 年度募集 
2014.04.22 センター会議（1） 
2014.04.28 スタッフ会議（臨時） 
2014.05.12 海外プレ・インターンシップ 2014 年度募集 
2014.05.13 スタッフ会議（2） 
2014.05.19 海外インターンシップ 2014 年度募集 




2014.06.17 GLOCOL セミナー（113）「Uchinaanchu transnational network: a multi-sited ethnography」 
2014.06.25 GLOCOL・RA 公募プログラム 募集 
2014.07.08 FD セミナー（1）「個人情報保護・情報セキュリティについて」 
2014.07.08 スタッフ会議（4） 
2014.07.08 GLOCOL セミナ （ー115）「学生だからできる国際協力の方法：素人としての「弱み」を可能性に反転させ
る」 
2014.07.12 足もとの国際化連続セミナー「ミックスルーツ研究会(1)」 
2014.07.15 FD セミナー（2）「サイエンティストによる途上国研究へのアプローチ」 
2014.07.17 FIELDO BBL セッション（13）「海外渡航時の健康管理について」 




2014.07.29 FD セミナー（3）「学生海外派遣時のリスク管理シミュレーション」（阪大教職員対象） 
2014.08.02-24 海外プレ・インターンシップ助成：日米学生会議（アメリカ） 
2014.08.04-09.08 海外フィールドスタディ S「生物資源と環境」（タイ） 
2014.08.09-18 海外プレ・インターンシップ助成：OVAL Japan（韓国） 
2014.08.19-09.13 海外プレ・インターンシップ助成：ジャパンタンザニアツアーズ株式会社（タンザニア） 
2014.08.29 足もとの国際化連続セミナー「ミックスルーツ研究会(2)」 
2014.08.31-09.09 海外フィールドスタディ A「コミュニティ防災 ― 命を守るためのつながりを学ぶ」（インドネシア） 
2014.09.03-13 海外フィールドスタディ A「開発途上国の生活環境の改善に貢献するモノづくりを提案する」（バングラ
デシュ） 
2014.09.08 GLOCOL セミナー（116）「「いたみ」「かなしみ」「他者」の現場 ― フィールドワークを問う」 
2014.09.09 スタッフ会議（5） 
2014.09.16 センター会議（5） 
2014.09.19 海外フィールドスタディ（B）2014 年度募集 
20149.20-10.31 海外インターンシップ助成：Qatar Petrochemical Company（カタール） 







2014.10.02-03 2014 国際シンポジウム・大学院セミナー「アジアにおける生活習慣病予防戦略：研究から戦略へ」 
2014.10.06 2014 年度 海外インターンシップ・プログラム（大阪大学未来基金グローバル化推進事業「海外研修プ
ログラム助成金」採択事業）募集 
2014.10.13-11.11 海外プレ・インターンシップ助成：LULI, Ecole Polytechnique（フランス） 
2014.10.14 FD セミナー（4）「不正使用防止計画推進への取り組みについて」 
2014.10.14 スタッフ会議（6） 
2014.10.14 GLOCOL 科目 冬季集中講義「アカデミック・スキルズ」履修者募集 
2014.10.22 GLOCOL セミナー（117）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（23）「国際機関合同アウトリー
チ・ミッション」 





2014.11.07 セミナー「国際機関で働くということ ― 現場の経験から」 
2014.11.11 スタッフ会議（7） 
2014.11.13 FD セミナー（5）「最近のタイ王国の教育事情 － 高大連携によるグローバル人材育成のために」 
2014.11.13 海外フィールドスタディ報告会「海外フィールドスタディを通じた学びと気づき」 
2014.11.14 FIELDO BBL セッション（14）「将来に活きるインターン・短期留学への挑戦」 





2014.11.28 GLOCOL セミナー（119）「第 45 回 サンガレン・シンポジウム説明会」 
2014.12.01-12 GLOCOL 写真展「アフリカをさるいて学ぶ」 
2014.12.04 FIELDO BBL セッション（15）「語学力を活かして警察で働くとは」 
2014.12.09 スタッフ会議（8） 
2014.12.09 兼任教員会議 
2014.12.11 公開授業「アフリカをさるいて学ぶ ― 郷土史と世界史の狭間で」 
2014.12.12 セミナー「中国への開発援助について ― 国際機関で働くということ」 
2014.12.13 シンポジウム「移民政策学会 2014 年度冬季大会」 
2014.12.15 GLOCOL セミナー（120）「GLOCOL を越えて ― グローバル共生の進化型を求めて」 
2014.12.15 「国連防災会議での GLOCOL 主催イベント参加者募集」 
2014.12.16 センター会議（8） 




2015.01.14 FIELDO BBL セッション（16）「海外渡航時の健康管理について」 
2015.01.15 GLOCOL セミナー（121）「第 67 回日米学生会議 募集説明会」 











2015.02.12 GLOCOL・TA 公募 
2015.02.13 GLOCOL セミナー（122）/ FIELDO グローバル・エキスパート連続講座（24）「英語もダメ、大学も不合
格だった私が、子育てしながら、国連職員へ」 











2015.03.05 国際産学連携シンポジウム 東南アジアにおける産学協働推進「第 1 回 ベトナムの大学との連携」 
2015.03.10 スタッフ会議（11） 





2015.03.21 セミナー・シリーズ グローバル化時代の法と社会「第 2 回 Human Smuggling in the Age of Globalization: 
The Case of the Illegal Chinese Immigrants in the United States」 
2015.03.22-31 海外フィールドスタディ「観光化と地域の維持性」（中国・雲南） 





































   〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-7 
   TEL：06-6879-4442  FAX：06-6879-4444 
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